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ケアプランのBCP
押さえておくべきポイント
ケアプランにどのように表現すれば良いのか、どこに何を書けば良いのか、お困りの方
が多いはず。 例文を上げながら、計画書のどこに記すかお話しします。



大災害が発生！どうなるでしょう？

・自分、自分の家族、従業員、従業員の家族は大丈夫？
・事業所はどうなっている？
・情報共有ができるようにしてある？



BCPとは？
Business Continuity Plan

事業継続計画
1. 災害時に特定された重要業務が中断しないこと
2. 万一事業活動が中断した場合に目標復旧時間内に重要な機能を再開させること



ケアプランに載せる前に、事業者としての

BCPができているのが前提です。

来年3月末日までにケアプランにBCPを載せていくには

今からでも大丈夫です！



BCPのポイント

１．人　2．もの　3．金　4．情報



BCPのポイント
１．人　

　・管理者、従業員を含め、いつから事業を再開　　で

きるか？



BCPのポイント
2．もの

　・事業所の損壊状況は？（つかるか使えないか代替場所は）

　・インフラは大丈夫か？

　・PC、プリンター、通信、移動手段はは大丈夫か？



BCPのポイント
3．金

　・運営資金は大丈夫か？

　・事業を中断した場合の損失は？

　・損害補償の額は大丈夫か？

　・被災時復旧被災時復旧を目的とした融資制度を知っていますか？



BCPのポイント
4．情報

　・事業所のハザードマップを確認しましたか。

　・従業員、事業者、利用者様、その家族、公共機関との情報共有の方法は？

　・情報のコピー、バックアップはありますか？もしかの時の共有方法は？

　・IT機器の故障の場合の代替方法は？



ケアプランに載せるBCPとは？

1. 居宅介護支援事業が災害時に途切れることなく実施されるようにすること

2. 利用者さんのことについては安否確認の方法、連絡先の情報を記入

3. 利用者さんの避難の援助者がある場合は記入（個別避難計画を含め）

4. 避難する場所については、災害の状態によって特定できない場合もある

5. 生活の場所、寝台・寝床の場所を記入しておく



事業所の被災、職員の被災による欠員

他事業所との連携

事業所の被災で事務所が使えない、ケアマネジャーが被災して仕事ができな

い場合に備える。

他の複数の事業所と協定を結び、災害時の事業運営に関する協力、応援につ

いて円滑に行えるようにしておく。

ケアプランにそのことを記入することで災害時にも利用者様の介護支援ができ

る限り早く円滑に提供できるようになることを示す。





ケアプランに載せるBCPの事例　①

事例ー2

災害時に備えて「事業継続計画」を作成し、もしもの場合に備え、信頼のおける他の事業所と

「災害時応援協定」を結び、切れ目なくサービス提供できるよう協力応援体制を構築していま

す。また、サービス事業所とも連絡が取れる連絡体制を整え、安否確認の情報共有し、利用

者様に適切にサービス提供ができるようにしてまいります。

緊急連絡先：長男 〇〇（〇〇〇〇）〇〇〇〇　長女 〇〇（〇〇〇〇）〇〇〇〇

　　　　　主治医 〇〇（〇〇〇〇）〇〇〇〇　CM事業所 〇〇（〇〇〇〇）〇〇〇〇

「総合的な援助の方針」



ケアプランに載せるBCPの事例　②

事例ー2

災害時には事業所として事業継続計画書を作成し、もしもの場合に備えて◯◯◯法人の他の

グループ内事業所と連携し、できるだけ早く事業が再開できるよう、法人の事業継続計画

（BCP）の中でも定めています。

また、サービス事業所とも連絡が取れるネットワークを整え、安否確認の情報を共有し、より

利用者様に適切に早くサービス提供ができるようにしてまいります。

緊急連絡先：長男 〇〇（〇〇〇〇）〇〇〇〇　長女 〇〇（〇〇〇〇）〇〇〇〇

　　　　　主治医 〇〇（〇〇〇〇）〇〇〇〇　CM事業所 〇〇（〇〇〇〇）〇〇〇〇

「総合的な援助の方針」






